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 暑中お見舞い申し上げます。  

暑い暑いといっても仕方がないとはいえ、言わずにいられない毎日が続いていま

す。熱中症対策を万全にして、健康的に夏を乗り切りたいものです。  

■  学園だより  

 ●  昭和女子大学就職率  4 年連続女子大学ナンバー１（就職率  91.2％）  

    サンデー毎日「全国 240 大学実就職率ランキング」（ 2014 年 7 月 27 日号）  

 ●  学園の夏季休業等は以下の通りです。  

大学キャンパス  8 月 1 日（金）～ 9 月 30 日（火）   

8 月 9 日（土）～ 17 日（日）は学園一斉休業  

同窓会事務局   8 月 7 日（木）～ 17 日（日）  

    大学図書館    8 月 8 日（金）～ 17 日（日）  

 ●  8 月 23 日（土）・ 24 日（日）オープンキャンパスが開催されます。  

 ●  下記日程で地区懇談会が開催されます。  

8 月 30 日（土）仙台市（ホテルＪＡＬシティ仙台）  

8 月 31 日（日）盛岡市（ホテルエース盛岡）  

■  同窓会便り  

●  合同ワーキング「女性の魅力アップセミナー」ご案内  

 ワーキングネットワークでは、最近ネット革命の中問題視されている「スマート

フォンの使い方」と「食を通した子育て支援」の二つの講演会を企画いたしまし

た。皆様、お誘い合わせの上、是非ご出席下さいますようご案内申し上げます。  

 

 合同ワーキング「女性の魅力アップセミナー」  

    日  時： 2014 年 9 月 13 日（土）  11 時 00 分～ 16 時 30 分  

場  所：昭和女子大学  学園本部館 3 階  大会議室  

第Ⅰ部   講演会と交流会  11:00～ 13:15 

       講  演  「仕事で家庭で子育てで、  

スマートフォン・ＳＮＳを使いこなそう」  

講  師  昭和女子大学特命講師   天笠  邦一氏  

 

第Ⅱ部   講演会と情報交換会、懇親会  13:30～ 16:30 

 講  演  「食を通した子育て支援」  

講  師  元桶川市役所行政管理栄養士       立花  光子氏  

           杉の子保育会下馬鳩ぽっぽ保育園栄養士  菊池  早容氏  

参  加  費： 600 円（第Ⅰ部・Ⅱ部共通  軽食付）  

申込み方法： FAX 03-3411-4066  又は E-mail :working@swu.ac.jp 

           (別紙に必要事項をご記入の上、お申込み下さい )  

申込み締切： 2014 年 8 月 25 日（月）  



■ 広げよう光の葉 

   

宇都 由美さん              

1982年 短期大学部初等教育学科卒業  

 

 「教師になるまで」         

 私は中高部で６年間学んだ後、初等教育学科に入学して昭和５７年３月に卒業しました。２年間

で小学校と幼稚園の教員免許状を取得するために朝から夕方まで毎日授業を受け、夏休みには、見

学実習や教育実習もしました。振り返るとこの２年間は、教員という資格を得るための日々だった

ように感じられます。卒業後は、東京都の時間講師として働きながら教員採用試験を受験しました。

そして、合格してから現在まで世田谷区内の小学校に勤務しています。 

 時間講師として、私のしたことは学級担任、音楽専科、養護教諭の代理、体育の軽減（産休に入

る前の先生の学級の体育の授業をする）講師などです。音楽専科をしていた時は、学級担任とは違

って指導する学級が毎時間変わりました。時間ごとに教える子どもが変わるので決められた時間内

で指導をすることの大切さを学びました。４５分ごとに学級が入れ替わるので慣れるまでは息つく

間もないような日々でした。養護教諭の代理をしていた時は、怪我をした子どもや体調の悪くなっ

た子どもの対応をしたり、簡単な保健事務の仕事をしたりしました。保健事務の仕事をしていても

怪我や病気の子どもが保健室へ来たら、すぐに仕事をやめて対応しなければなりません。養護教諭

は、子どもに合わせて仕事をしなければならない大変な仕事だと思いました。特別支援学校では、

１学級９名の子どもを４人の担任で指導しました。４人で子どもたち一人一人にどのような力を身

に付けさせたいかを話し合い、共通理解をして指導をしました。特別支援学校では、ティームティ

ーチングの意義や指導法、担任同士が協力し合うことの大切さを学びました。 

 時間講師の仕事を通して学んだことは、教職員が学校組織の中で子どもの成長のためにそれぞれ

の立場で力を尽くしていることです。このように、昭和の初等教育学科で教師の基礎を学んだ学生

時代、学んだことを生かしていろいろな仕事をした時間講師時代。この２つの時代があったからこ

そ私は今日まで仕事を続けてこられました。この間、昭和の先生方、友だち、職場の先輩や同僚な

ど多くの方々から励ましていただきました。励まして支えていただいたことに心から感謝しており

ます。 

 教師の仕事にはゴールはありません。これからも昭和で学んだことを根本に自分自身を磨きなが

ら教師の道を進んでいきたいと思います。 

End 


